
持続可能な科学技術創造立国の要

“エンジニアリング・リベラルアーツのすすめ”
社会的課題事例

災害大国日本では、その高い科学技術力にも
拘らず、多くの犠牲者。
防災・減災は極めて重要な社会的課題。
解決には革新的防災・減災が必要。

現状のブレークスルーには、専門に縛られない
自由な発想が必要。
市民の自由で豊かな発想の取り入れ。

「減災・サステナブル学」提唱

「減災・サステナブル学」：自由で豊かな発想に
よる近未来防災・減災。エンジニアリング・リベラ
ルアーツがその基盤、原動力。災害時という非日
常時に備えながら、日常時に有用な機能を発現
し、持続的発展性を高めるための新たな学問の
創成。

・エンジニアリング・リベラルアーツが不可欠であ
り極めて有効。
・自然の脅威を利用した持続的発展。

・災害をバネに人材、科学技術を磨く。さらに新産
業創出。

・防災・減災と持続的発展という二律背反的関係
を両立させるスマートシステム構築。

・日本は単なる科学技術立国ではなく、安全・安
心を世界に届ける永世中立技術立国となるべき。

「減災・サステナブル学」確立には、エンジニアリ
ング・リベラルアーツにより醸成された智的市民
の参加が不可欠であり、それによりディザスター
フロントをスマートジャパンへ変換可能。

減災・防災 X エンジニアリング・リベラルアーツ
= 減災・サステナブル学！
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